
•森林整備の現状と課題
•森林整備の基本方針
•森林施業の合理化に関する基本方針

Ⅰ伐採、造林、保育その他森林の整備に
    関する基本的な事項

•森林の立木竹の伐採に関する事項
•造林に関する事項
•間伐を実施すべき標準的な林齢および間伐の標準的な方法、その他間伐
および保育の基準

•公益的機能別施業森林等の整備に関する事項
•委託を受けて行う森林の施業または経営の実施の促進に関する事項
•森林施業の共同化の促進に関する事項
•作業路網その他森林の整備のために必要な施設の整備に関する事項

Ⅱ森林の整備に関する事項

•鳥獣害の防止に関する事項
•森林病害虫の駆除および予防、火災の予防その他の森林の保護に関する事項Ⅲ森林の保護に関する事項

•保健機能森林の区域　ほかⅣ森林の保健機能の増進に関する事項

•森林経営計画の作成に関する事項
•森林経営管理制度に基づく事業に関する事項　ほか

Ⅴその他森林整備のために必要な事項

　森林整備計画は、地域の森林のマスタープランとしての役割を果たすもので、市内の自然条件や森林資源
の構成、森林に対する社会的要請および森林・林業に関する諸施策の実施状況等をふまえ策定しています。

　本計画は、本市の抱える林業の現状・課題について、木材の成長年である５０年以上先まで見据える必要
があるため、５年毎の策定を行っています。 
　また、本計画では、「青梅市総合長期計画」を森林整備の面から推進し、「青梅市都市計画マスタープラ
ン」「青梅市緑の基本計画」その他の関連計画との整合も図っています。 

森林整備計画とは

そ ま　  も        り

[ 計 画 の 主 な 内 容 ]



青梅市
森林の現状

63%

37%

森林面積

市街地ほか

74%

26%

人工林

天然林

市内面積の63％が森林①

森林のうち74％が人工林
  (ほとんどがスギ・ヒノキ）

森林の持つ公益的機能ごとの森林整備

水源かん養機能
維持増進森林

間伐・保育の適正な実施、天然下
種更新等も活用した混交林施業や
広葉樹への樹種転換、未立木地へ
の植栽、主伐の小規模化と分散化
を指導していきます。

山地災害防止
土壌保全機能
維持増進森林

地形・地質を考慮した上で林地の
裸地化の縮小、回避を図り、天然
力も活用した施業と土砂流出、山
地災害の防備の機能が発揮される
よう、指導していきます。

保健文化機能
維持増進森林

動植物の生息・生育区域の保護、
里山・景観地・ハイキングコース
などの環境の保全、宅地開発など
生活環境との調整を指導していき
ます。 

木材生産機能維
持増進森林

間伐・保育の適正な実施、長伐期
施業や複層林施業を指導していき
ます。

② 森林のうち94％が私有林

94%

6%

市有林

公有林

③



50年後に目指す森林のイメージ

①育成単層林

多様で健全な森林を目指すため

②③
育成複層林

④針広混交林

育成単層林とは…　
樹齢や樹高のほぼ等しい
樹木から構成される森林
のこと

複層林においては整備で大きな木を伐採しても小さな木
が残り常に山が緑で覆われているため、公益的機能の維
持増進を図る。

自然条件などが良く林業経営に適した人工林は、森林経
営の集積・集約化、路網整備を進めて、林業的利用を積
極展開。

自然的条件に照らして林業経営に適さない人工林は、管
理コストの低い針広混交林（スギや広葉樹が混じり合っ
た森林など）等へ誘導。

育成複層林とは…　
森林の木を伐採するとき、
一度に全部伐らずに必要
な分だけ抜き伐りし、そ
の跡に若い木を育て樹齢
や樹種のちがう木で構成
される森林のこと



森林整備のサイクル
森林を適切に整備することにより、木材生産のほか、国土の保全、水源の涵養、

地球温暖化の防止などの働きを発揮し、人々に様々な恩恵を与えてくれます。

木材等の生産機能が高く、効
率的な木材生産が期待できる、
比較的傾斜のなだらかな育成
単層林は、

①主伐し、木材利用を図る。　
②植栽する。
③下刈、間伐、枝打ちを行
　いながら保育する。
④収穫する。
　約50年かけ整備を行って
　いきます。

•森林所有者または森林の経営の委託を受けたものが、自らが森林の経営を行う一
体的なまとまりのある森林を対象として、森林の施業および保護について作成す
る計画です。計画の作成や協定の締結等を支援し、森林管理の適正化を図ること
で、森林の持つ公益的機能を発揮させるものです。

森林経営計画

•森林の経営管理を森林所有者自らが実行できない場合には、市が経営管理の委託を
受けるもの、そのうち林業経営に適した森林については、意欲と能力のある林業経
営者に再委託するなどして、森林の適正な管理を行います。

森林経営管理制度

•市区町村に交付される森林環境譲与税について、森林整備や、整備を担うべき人
材の育成および確保、森林の持つ公益的機能に関する普及啓発、木材利用の促進
などに活用します。

森林環境譲与税の活用


